
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

山村 過疎

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

東洋町循環型社会形成推進地域計画

地域の要件がその他の場合
は

具体的に記載

構成市町村等（作成者）名

令和6年12月6日

東洋町

東洋町

74.09

2,142

１　計画の基本的な事項

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、
過疎地域に該当がある市町

村名

計画期間※ 5年

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

地域総面積（㎢）

地域内総人口（人）

開始年月日

終了年月日

令和7年4月1日

令和12年3月31日

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月日）
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２　循環型社会形成推進のための現状と目標（生活排水の処理）

（１）生活排水の処理に関する現状と目標（全域）

現状　: 令和5年度 目標　: 令和12年度

人口 構成比 人口 構成比

835 39.0% 881 43.8%

0 0.0% 0 0.0%

291 13.6% 273 13.6%

1,126 52.6% 1,154 57.3%

279 13.0% 262 13.0%

737 34.4% 597 29.7%

1,016 47.4% 859 42.7%

2,142 100.0% 2,013 100.0%

191 168

434 408

625 576

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

生活排水の処理については、表１に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整備等を進めていくものとす
る。

表１　生活排水処理に関する現状と目標

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽（人）

合計（キロリットル）
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（２）各構成市町村の生活排水処理に関する現状と目標

人口 構成比 人口 構成比

835 39.0% 881 43.8%

0 0.0% 0 0.0%

291 13.6% 273 13.6%

1,126 52.6% 1,154 57.3%

279 13.0% 262 13.0%

737 34.4% 597 29.7%

1,016 47.4% 859 42.7%

2,142 100.0% 2,013 100.0%

191 168

434 408

625 576

人口 構成比 人口 構成比

0 0

0 0

0 0

0 0 0 0

0 0

0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0

令和5年度

令和12年度

目標

実績

実績

目標

令和5年度

令和12年度

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽等（人）

東洋町

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

合計（キロリットル）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計（キロリットル）

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽等（人）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）
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人口 構成比 人口 構成比

0 0

0 0

0 0

0 0 0 0

0 0

0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0

実績 目標

令和5年度 令和12年度

し
尿
・
汚
泥
の
量

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽等（人）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計：総人口（人）

処
理
形
態
別
人
口

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

合計（キロリットル）
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（１）処理体制

（２）合併処理浄化槽の整備

３　目標達成に向けた施策（生活排水の処理）

　　ア 生活排水処理の現状と今後

　生活排水の処理については、引き続き、下水道処理区域における接続拡大と下水道処理区域以外での合併浄
化槽の整備を進めていく。
　また、し尿、浄化槽汚泥については、現在、し尿処理施設において処理し、生じた汚泥を脱水・焼却後、その焼却
灰を安芸広域メルトセンターで溶融処理している。溶融処理で生成するスラグ、飛灰は再生利用を行っており、今
後も引き続きこの体制を継続する。

　合併処理浄化槽の整備については、表６のとおり行う。
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表６　浄化槽事業等のための整備事業※ 計画地域内の施設の状況（現況、予定）を地図上に示したものを添付

事業番号 1

事業主体 東洋町

事業名称 浄化槽設置整備事業

現有設備の内容

直近の整備済み基数
（基）

（令和５年度）
2基

処理人口（人） 4人

整備計画

整備計画基数（基） 10基

整備計画人口（人） 60人

事業期間 R7～R11

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

－

備考
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（１）地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく

　　ア　生活排水対策

　生活排水の処理については、引き続き、下水道処理区域における接続拡大と下水道処理区域以外での合併浄
化槽の整備を進めていく。
　また、し尿、浄化槽汚泥については、現在、し尿処理施設において処理し、生じた汚泥を脱水・焼却後、その焼却
灰を安芸広域メルトセンターで溶融処理している。溶融処理で生成するスラグ、飛灰は再生利用を行っており、今
後も引き続きこの体制を継続する。

４　関連するその他の施策
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（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

５　計画のフォローアップと事後評価

　東洋町は、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に応じて、高知県及び国と意見交換を
しつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。

　計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに計画の事後評
価、目標達成状況の評価を行う。また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反
映させるものとする。
　なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すものとする。
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